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発表、論文一覧表
＃ 年度 分類 演者 題名 会

1 1981 論文 河内昌樹他 原発性卵巣癌の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1981;20:42-45.
 

2 1981 論文 五十嵐俊彦他 巨大な肝血管腫と右腎形成不全を合併した血液型不適合
を認めない胎児水腫の１症例

日産婦新潟地方部会会
誌 1981;20:75-80.

3 1981 論文 笹川重男他 再発子宮頚癌 ガン新病誌 1981;20:193-
7.

4 1981 論文 五十嵐俊彦他 妊娠末期子宮頚管熟化不全に対する
Dehydroepiandrosterone Sulfate(DHS, ﾏｲﾘｽ)の効果につい
て

日産婦新潟地方部会会
誌 1981;22:8-11.

5 1982 学会 五十嵐俊彦他 ホスミシンＳの使用経験－卵巣膿瘍の１症例－ 産婦人科感染症懇話会

6 1982 論文 五十嵐俊彦他 Thanatophoric syndromeの１症例 周産期医学 1982;12:183-
7.

7 1982 論文 五十嵐俊彦他 Arrhenoblastomaの１症例－術後妊娠分娩し、１０年予後の
判明した症例－

産と婦 1982:49:1352-7.

8 1983 学会 五十嵐俊彦他 gliomatosis peritoneiを呈した充実性奇形腫の１症例 第１１回日本産婦人科北
陸連合地方部会総会なら
びに学術講演会

9 1983 学会 五十嵐俊彦他 子宮頚癌に著明な色素沈着を示した外陰癌の２症例 第２２回日本臨床細胞学
会秋期大会

10 1983 論文 五十嵐俊彦他 当院で経験された子宮肉腫７症例の臨床および病理組織
学的検討

産婦の実際
1983;32:1689-97.

11 1983 論文 五十嵐俊彦他 異形成性、XY,男性半陰陽の１症例－early fetal testicular
regressionと思われた１症例－

Jap J Fert Ster
1983;28:487-94.

12 1983 論文 五十嵐俊彦 薬剤熱をきたした１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1983;30:43-5

13 1983 論文 五十嵐俊彦他 granulosa cell elementが明瞭でなかった為に、
gynandroblastomaとは診断されなかったSertoli-Leydig cell
tumorの１症例

日産婦新潟地方部会会
誌 1983;30:38-42.

14 1984 学会 五十嵐俊彦他 子宮頚部高度分化型腺癌 adenoma malignumの診断、治
療上の問題点

第１回日本臨床細胞学会
新潟支部総会並びに学術
集会
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15 1984 論文 五十嵐俊彦他 小児の婦人科肉腫症例治療後の身体的、内分泌学的変化 産と婦 1984;51:777-82.

16 1984 論文 五十嵐俊彦他 子宮頚部微小浸潤腺癌の１症例 J Jpn Soc Clin Cytol
1984;23:84-91.

17 1984 論文 五十嵐俊彦他 子宮頚癌に著明な色素沈着を示した転移性外陰癌の２症
例

J Jpn Soc Clin Cytol
1984;23:443-7.

18 1984 論文 五十嵐俊彦他 腎癌の膣転移と思われる１症例－臨床的、細胞・組織学的
検討－

日産婦新潟地方部会会
誌 1984;32:47-51.

19 1984 論文 Ikarashi T et
al.

Detection of blood group A, B, O(H) and T antigens by
immunoperoxidase technique in normal chorionic villi and
hydatidiform mole

Acta Medica et Biologica
1984;32:45-50.

20 1984 論文 Ikarashi T Immature teratoma of the ovary. Correlation between
serum alpha-fetoprotein value and immunohistochemical
analysis

Acta Oceania J Obstet
Gynecol 1984;10:523-30.

21 1985 論文 Ikarashi T et
al.

Ovarian sex cord tumor with annular tubules: in the
viewpoint of histo-pathological analysis

Acta Obstet Gynecol Jpn
1985;37:673-76.

22 1985 論文 Ikarashi T et
al.

Immuno-histological localization of tissue polypeptide
antigen (TPA) in gynecological malignancies

Acta Obstet Gynecol Jpn
1985;37:2117-20.

23 1985 論文 上田昌博他 婦人科悪性腫瘍患者におけるTissue Polypeptide Antigen
(TPA)測定の臨床的意義

日産婦誌 1985;37:2361-8.

24 1986 論文 半藤保他 産婦人科領域で取り扱う肉腫症例について 臨婦産 1986;40:395-400.

25 1987 論文 Ikarashi T et
al.

An immunohistochemical, scanning, and transmission
electron microscopical study of invervillous thrombus

Asia-Oceania J Obstet
Gynecol 1987:13:351-7.

26 1987 論文 Ikarashi T et
al.

Immunocytochemical study of the placenta of a twin
pregnancy with a retained dead fetus

Asia-Oceania J Obstet
Gynecol 1987:13:227-34.

27 1987 論文 五十嵐俊彦他 子宮頚癌の臨床統計－特に子宮頚部腺癌をめぐる問題点
－

日産婦新潟地方部会会
誌 1987;44:1-5.

28 1987 論文 Ikarashi T et
al.

Immunohistochemical localization of placental proteins and
tumor-associated antigens in endometrial cancer and
endometrial hyperplasia

Acta Obstet Gynecol Jpn
1987;39:1634-40.

29 1988 論文 加藤美和子他 膀胱平滑筋腫の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1988;49:57-9.
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30 1988 論文 Ikarashi T et
al.

Trophoblastic embolism in sudden maternal death Acta Obstet Gynecol Jpn
1988;40:793-5.

31 1988 論文 Ikarashi T Histochemical and morphometric studies of endocervical
type adenocarcinoma in the cervix uteri

Acta Medica et Biologica
1988;36:75-84.

32 1988 論文 五十嵐俊彦他 会陰部に発生した乳頭状汗腺腫の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1988;51:19-22.

33 1988 論文 五十嵐俊彦他 光顕組織化学用包埋剤としての各種合成樹脂の比較検討 日本臨床細胞学会新潟
支部会報 1988;2:56-9.

34 1989 論文 Ikarashi T et
al.

46,XY pure gonadal dysgenesis with gonadoblastoma Acta Obstet Gynecol Jpn
1989;41:1831-5.

35 1989 論文 五十嵐俊彦他 薄筋栄養血管束の解剖学的走行－Gracilis myocutaneous
flap (GMF)への応用－

日産婦新潟地方部会会
誌 1989;55:20-30.

36 1989 論文 Ikarashi T et
al.

Histopathological differentiation of endometrial
adenomatous hyperplasia from a well differentiated type of
endometrial adenocarcinoma by statistical methods

Acta Medica et Biologica
1989;37:51-4.

37 1989 論文 Ikarashi T et
al.

Histopathological statistical discrimination between well
differentiated type of endometrial adenocarcinoma and
endometrial adenomatous hyperplasia

Acta Medica et Biologica
1989;37:129-33.

38 1989 論文 Hasegawa G
et al

Malignant paraganglioma of the organ of Zuckerkandl.
Initially diagnosed as renal cell carcinoma by biopsy of a
right humeral fracture lesion

Acta Pathol Jap
1989;39:274-80.

39 1989 論文 Ikarashi T et
al.

Investigation of sialate and its related negative charging on
the syncytiotrophoblastic surface of the precelamptic term
placentae

Acta Obstet Gynecol Jpn
1989;41:1289.

40 1989 論文 五十嵐俊彦他 正常卵管に於ける繊毛細胞・バンディラマメ凝集素I
(Bandeiraea (Griffonia) Simplicifolia Lectin I)陽性細胞占拠
率

日産婦新潟地方部会会
誌 1989;53:13-5.

41 1989 論文 石井美和子他 当科における卵巣癌不完全摘出例の臨床的検討 日産婦新潟地方部会会
誌 1989;53:34-9.

42 1989 論文 五十嵐俊彦他 絨毛膜内嚢腫 (cyst in chorionic membrane)の二症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1989;52:31-3.

43 1989 論文 五十嵐俊彦他 機能性子宮出血の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 199;53:41-4.
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44 1989 論文 岩本久司他 間質性肺炎にみられたMallory body 日臨細胞新潟会報
1989;52:358-64.

45 1989 論文 五十嵐俊彦他 卵管閉塞性不妊症症例における卵管へ器財神経線維分布
状態の検討

日産婦新潟地方部会会
誌 1989;54:1-3.

46 1989 論文 五十嵐俊彦他 生検標本上分化型子宮内膜腺癌との鑑別が困難であった
子宮内膜増殖症の１症例

日産婦新潟地方部会会
誌 1989;54:23-8.

47 1989 論文 石井美和子他 子宮摘出に至った癒着胎盤の二症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1989;52:48-53.

48 1989 論文 五十嵐俊彦他 漿液性乳頭状嚢胞腺腫及び嚢胞性線維腫を示した卵巣腫
瘍の三症例

日産婦新潟地方部会会
誌 1989;53:45-47.

49 1991 論文 安田雅弘他 子宮内膜症が原因と考えられた反復気胸（月経随伴性気
胸）の１例

エンドメトリオ－ジス研究
会会誌 1991;12:300-3.

50 1991 論文 五十嵐俊彦他 子宮頚部微小浸潤腺癌部及びその周辺病巣の病理組織
学的検討

日産婦新潟地方部会会
誌 1991;60:1-5.

51 1991 論文 五十嵐俊彦他 子宮内膜間質・平滑筋良性混合腫瘍の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1991;60:41-5.

52 1991 論文 五十嵐俊彦他 病理組織学的診断が困難であった高分化型子宮内膜腺癌
の４症例－外向発育性高分化型子宮内膜腺癌の腫瘍容積
及びその画像診断への応用－

日産婦新潟地方部会会
誌 1991;63:10-4.

53 1991 論文 五十嵐俊彦他 直腸・腟中隔部後腹膜腔に発生した慢性進行性高分化型
平滑筋肉腫の１症例．子宮外の深部臓器平滑筋肉腫の病
理学的診断基準に関する１考察

日産婦新潟地方部会会
誌 1991;61:31-5.

54 1991 論文 五十嵐俊彦他 傍卵巣・卵管嚢胞を合併した成人型多嚢胞性疾患の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1991;63:25-8.

55 1991 論文 Takahasi H et
al.

Re-evaluation of hydatidiform mole by DNA fingerprint
method: the discrepancy in the diagnoses by pathological
finding and the DNA fingerprint method

Placenta 1991;12:487-93.

56 1991 論文 五十嵐俊彦他 リンパ管内間質筋症の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1991;62:35-8.

57 1991 論文 Sekikawa H et
al.

First human case of capillaria hepatica infection in Japan Jpn J Parasitol
1991;40:528-32.

58 1991 論文 安田雅弘他 良好な予後を得ている卵巣原発中胚葉性混合腫瘍の１例 日産婦新潟地方部会会
誌 1991;63:29-33.
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59 1991 論文 常木郁之輔他 粘液性嚢胞性境界悪性腫瘍を伴った成熟嚢胞性奇形腫の
１例

日産婦新潟地方部会会
誌 1991;63:48-50.

60 1991 論文 岩本久司他 冠動脈に線維性筋形成異常を認めた突然死の１例 病と臨 1991;9:1369-72.

61 1991 論文 五十嵐俊彦他 肛門周囲癌由来の転移性腟入口部癌の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1991;61:27-30.

62 1991 論文 大谷哲郎他 転移性婦人科腫瘍の臨床的検討 日産婦新潟地方部会会
誌 1991;62:13-8.

63 1991 論文 五十嵐俊彦 病理組織学的に子宮平滑筋肉腫との鑑別が困難であった
細胞性平滑筋腫の２症例－病理組織学的悪性基準として
の核分裂数計測上の留意点－

日産婦新潟地方部会会
誌 1991;62:39-43.

64 1992 学会 五十嵐俊彦、
金子博

子宮頚部のverrucous carcinomaの１例 第３回新潟病理研究会、
平成４年５月９日、１３：３
０、新潟大医学部第５講
義室

65 1992 学会 五十嵐俊彦、
金子博

子宮頚部のvirrucous carcinomaの１例 第３回新潟病理研究会

66 1992 学会 須藤寛人他 膣原発内分泌細胞癌の１例 第２０回日産婦北陸連合
地方部会学術講演会

67 1992 論文 五十嵐俊彦，
江村巌，金子
博

卵巣甲状腺腫性カルチノイド(strumal carcinoid)の１症例 病院病理，１０（２）：１６５，
１９９２．

68 1992 論文 常木郁之輔他 胎児・腎奇形（先天性多嚢胞腎）の１症例 日産婦新潟地方部会会
誌 1992;64:36-40.

69 1992 論文 五十嵐俊彦他 妊娠に合併した子宮内膜癌の１症例－既報告”生検標本
上分化型子宮内膜腺癌との鑑別が困難であった子宮内膜
増殖症の１症例”の追加訂正－

日産婦新潟地方部会会
誌 1992;66:37-40.

70 1992 論文 五十嵐俊彦他 疣状癌の１剖検例 日産婦新潟地方部会会
誌 1992;66:41-6.

71 1992 論文 江部克也他 原発性冠動脈解離にて心タンポナ－デをきたし、突然死し
た１症例

呼吸と循環 1992;40:403-
6.

72 1993 学会 山田潔，市川
清美，安達茂
実，須藤寛
人，五十嵐俊
彦

タモキシフェン投与中に診断された子宮内膜癌症例 第１２回新潟婦人科腫瘍
研究会学術集会，第Ⅱ
群：子宮腫瘍，第７席
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73 1993 学会 加藤法男，岩
本久司，高頭
秀吉，池津
満，五十嵐俊
彦，金子博

腺癌との鑑別が困難であった子宮頚部扁平上皮癌（ＣＩＳ）
の一例

第１０回日本臨床細胞学
会新潟支部学術集会，一
般演題１－３）

74 1993 学会 加藤法男，岩
本久司，高頭
秀吉，池津
満，五十嵐俊
彦，金子博

腺癌との鑑別が困難であった子宮頚部扁平上皮癌（ＣＩＳ）
の一例

第１０回日本臨床細胞学
会新潟支部学術集会，一
般演題１－３）

75 1993 論文 五十嵐俊彦，
金子博，伊豆
一郎，江部達
夫

１９９０年度の長岡赤十字病院における病理解剖の現況 長岡赤医誌．，５：７７－
９，１９９３．

76 1993 論文 五十嵐俊彦，
金子博，藤原
正博，黒川和
泉，須藤寛
人，安達茂
実，山田潔，
市川清美

成人Ｔ細胞白血病・リンパ腫（ATLL）の一症例－HTLV-I垂
直感染例－

日産婦新潟地方会誌．，
６８：２１－２３，１９９３．

77 1993 論文 五十嵐俊彦，
金子博，須藤
寛人，安達茂
実，山田潔，
市川清美

絨毛膜・羊膜炎合併胎盤に関する臨床病理学的検討 日産婦新潟地方会誌．，
６８：４－５，１９９３．

78 1993 論文 山田潔，本多
晃，安達茂
実，須藤寛
人，五十嵐俊
彦，田中康
一，市川清美

妊娠に合併したパルボウイルス感染７症例の検討 日産婦新潟地方会誌．，
７０：３８－４０，１９９３（平
成５年９月）．

79 1993 論文 五十嵐俊彦，
須藤寛人，安
達茂実，八幡
剛喜，常木郁
之輔，会田隆
一

コイロサイト－シス病変を伴う子宮頚部上皮内腫瘍の予後
に関する検討

産と婦．，６０：２３１－４，
１９９３．

80 1993 論文 市川清美，山
田潔，安達茂
実，須藤寛
人，五十嵐俊
彦

頚管ポリ－プを契機に術前に疑いえた卵管癌の１例 日産婦新潟地方会誌．，
６８：２７－３２，１９９３．

81 1993 論文 長谷川英男，
関川弘雄，堅
物実，大鶴正
満，岡吉郎，
五十嵐俊彦，
金子博，本間
慶一

新潟県で見いだされた旋尾線虫幼虫による皮膚爬行症の
１例と角皮構造の虫種同定における重要性について

寄生虫学雑誌，４２（１）：１
２－７，１９９３．
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82 1993 論文 五十嵐俊彦，
須藤寛人，安
達茂実，八幡
剛喜，常木郁
之輔，鳥越克
己，沼田修，
森平仁，安田
雅弘，斉藤孝
久

早産超未熟児を得た多倍体性部分胞状奇胎の１症例 産と婦．，６０：５８５－７，
１９９３．

83 1993 論文 五十嵐俊彦，
須藤寛人，安
達茂実，山田
潔，市川清
美，和田寛，
田島健三，金
子博

乳癌術後タモキシフェン投与中に子宮内膜癌を発症した１
症例－タモキシフェンの副作用に関する検討－

産婦実際．，４２：４６５－
８，１９９３．

84 1994 学会 大内秀高、山
田潔、安達茂
実、須藤寛
人、五十嵐俊
彦

膣原発悪性黒色腫の１例 第１０８回新潟産婦人科
集談会

85 1994 論文 山田潔，本多
晃，安達茂
実，須藤寛
人，五十嵐俊
彦，市川清美

当科における子宮頚癌Ia期の検討 日産婦新潟地方会誌．，
７１：９－１１，１９９４（平成
６年３月）．

86 1994 論文 山田潔，本多
晃，安達茂
実，大内秀
高，安田雅
子，須藤寛
人，五十嵐俊
彦

乳癌術後タモキシフェン内服中に子宮体部悪性腫瘍と診断
された５症例

臨婦産．，４８：１２８９－９
２，１９９４（平成６年１０月
１０日）．

87 1996 学会 高頭秀吉，岩
本久司，加藤
法男，金子
博，五十嵐俊
彦，小池敦，
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膀胱の癌肉腫の１症例 第１２回日臨細胞新潟会
報学会新潟支部学術集
会

88 1997 学会 五十嵐俊彦、
伊藤保、杵渕
典子、石沢重
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子宮奇形に合併したポリ－プ形成性子宮内膜漿液性腺癌
の一症例

第３８回日本臨床細胞学
会

89 1997 学会 五十嵐俊彦 喉頭癌：早期扁平上皮癌の１症例 平成９年度第２回細胞診
研修会

90 1997 論文 杉本不二雄、
関矢忠愛、斉
藤六温、吉田
正弘、平野謙
一郎、石崎
敬、五十嵐俊
彦

内視鏡的粘膜切除術にて完全切除し得た食道顆粒細胞腫
の１例

Endoscopic Forum for
digestive disease
1997;13:145-9.
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回例会
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100 1998 論文 Sugimoto F et
al

Calcitonin-producing pancreatic somatostatinoma: report
of a case

Surg Today Jpn J Surg
1998;28:1279-82.

101 1999 学会 加藤法男他 ACTH産生胸腺原発neuroendocrine carcinomaの１例 第１６回日本臨床細胞学
会新潟支部学術集会

102 1999 学会 五十嵐俊彦 遠隔病理診断支援システム（病理画像伝送システム、テレ
パソロジ－）の導入に関する一考察

新潟県農村医学会第４９
回例会

103 1999 論文 Ikarashi T Immunohistochemical discrimination between intraducatl
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110 2000 論文 Fukuda T et al Abnormal pigmentation of schwannoma atributed to excess
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Pathology International
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111 2000 論文 中澤俊郎他 内視鏡的に治癒切除した胃顆粒細胞腫の１例 Endoscopic Forum for
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2000;16:29-33.

112 2000 論文 五十嵐俊彦 遠隔病理診断支援システム（病理画像伝送システム、テレ
パソロジ－）の導入に関する一考察

日本農村医学会雑誌
2000;48:772.

113 2000 論文 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

PCR (polymerase chain reaction)法を用いたホルマリン固
定パラフィン包埋組織からの結核菌DNAの検出

新潟県厚生連医誌
2000;10:21-4.

114 2000 論文 Ikarashi T,
Hasegawa H

Detection of monoclonality in B- and T-cell lymphoma by
the use of polymerase chain reaction of formalin-fixed
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2000;10:10-5.
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Hasegawa H

Detection of monoclonality in B-cell lymphoma by
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新潟県厚生連医誌
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2000;10:108-14.

117 2000 論文 西村紀夫、幡
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美、五十嵐俊
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卵巣明細胞腺癌の臨床的検討 日産婦新潟地方部会会
誌 2000;84:25-8.

118 2000 論文 長谷川珠紀他 「穿刺吸引細胞診にて乳腺髄様癌を推定し得た一症例」－
髄様癌組織推定における細胞学的診断基準の一考察－

日本臨床細胞学会新潟
支部会報 2000;15:7-11.

119 2000 発表 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

PCR法を用いたホルマリン固定パラフィン包埋組織からの
結核菌DNAの検出

新潟県農村医学会第５０
回例会．Ⅱ－５

120 2000 発表 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

DCSA-ISH法によるHPVの検出 新潟県農村医学会第５０
回例会．Ⅱ－７

121 2000 発表 Nishiyama T
et al.

Parapelvic neurofibroma of the kidney Int J Urol 2000;7:470-1.
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122 2000 論文 海津元樹他 CTで捻転部位が描出された胆嚢捻転症の１例 臨床画像 2000;16:1110-5.

123 2001 論文 Nishiyama T
et al.

Osteogenic sarcoma of the prostate Int J Urol 2001; 8: 199-
201.
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会総会、子宮頚部7，57

126 2001 発表 五十嵐俊彦 症例報告：１．はらゆきえ、５０才、乳腺腫瘤、H01-5659、
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IV型、H01-6843、clear cell carcinomas, metastatic
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第56回新潟病理医会

127 2001 論文 Ikarashi T,
Hasegawa H

Improved detection of monoclonality in B- and T-cell
lymphomas by polymerase chain reaction (PCR) of
formalin-fixed paraffin-embedded tissues with the use of
deoxyribonucleic acid (DNA) purification and
concentration: efficacy of PCR-PAGE of Byori Center
method for lymhoma, Ver. 2

Niigata-ken Koseiren Med
J 2001;11:25-9.
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Hasegawa H

Molecular detection of SYT-SSX fusion gene transcription
in monophasic type synovial sarcoma with the use of
formalin-fixed paraffin-embedded specimens-case report
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and an establishment of the most suitable condition in
reverse transcription-polymerase chain reaction (RT-
PCR) of SYT-SSX gene-

Niigata-ken Koseiren Med
J 2001;11:30-4.
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2000;11;115-20.

130 2001 論文 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

Double catalyzed signal amplification in situ hybridyzation
(DCSA-ISH)法によるHPV high risk groupの検出

新潟県厚生連医誌
2001;11:35-8.

131 2001 論文 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

改良Double catalyzed signal amplification in situ
hybridyzation (DCSA-ISH)法による潜在HPV感染細胞から
のDNAの検出

新潟県厚生連医誌
2001;11:39-41.

132 2001 論文 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

PCR-SSCP法によるｐ53遺伝子変異の検出についての基
礎的検討

新潟県厚生連医誌
2001;11:42-5.

133 2001 論文 長谷川秀浩、
五十嵐俊彦

Polymerase chain reaction-restriction fragment length
polymorphism (PCR-RFLP)法による結核菌DNAの同定

新潟県厚生連医誌
2001;11:46-9.

134 2001 論文 大橋珠紀他 子宮体部粘液性腺癌の1症例-粘液の性質に関する1考察
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日本臨床細胞学会新潟
支部会報 2001;16:3-6.
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第57回新潟病理医会
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五十嵐俊彦

転移性乳癌の遺伝子病理学的同定 新潟県農村医学会第51
回例会
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回例会
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片桐丘充、五
十嵐俊彦
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新潟県厚生連医誌
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片桐丘充、五
十嵐俊彦
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五十嵐俊彦
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2003;12:29-31.

149 2003 論文 小杉久良　他 自動免疫装置DAKO Autostainerの有用性について 新潟県厚生連医誌
2003;12:13-6.
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origin-
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新潟県厚生連医誌
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新潟県厚生連医誌
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